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◆�　

去
る
五
月
二
十
三
日
に
、

高
岡
市
連
合
自
治
会
定
期
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
二
年
に
一
度
の
役
員
改

選
の
年
で
あ
り
、
角
玄
新
会

長
の
も
と
、
役
員
・
会
員
一

同
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

果
敢
に
地
域
課
題
に
取
り
組

む
決
意
を
あ
ら
た
に
し
ま

し
た
。

◆�　

本
稿
で
は
地
域
が
抱
え
る

課
題
に
対
し
て
各
地
域
の
特

徴
に
応
じ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で

解
決
に
挑
ん
で
い
る
地
域
を

複
数
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
紙

面
の
都
合
上
、
全
て
を
掲
載

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
地
域
活
動
の

担
い
手
不
足
が
叫
ば
れ
る
昨

今
、
持
続
可
能
な
地
域
活
動

の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
新

た
な
試
み
を
続
け
て
い
く
所

存
で
す
。

◆�　

結
び
に
、
ご
多
忙
の
折
、

取
材
等
に
応
じ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
方
々
に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員�

藤
田　

晴
久（
記
）

�

橋
本　

善
明

�

山
本　

睦
男

�

出
口　
　

勇

会員
山崎　久栄（赤丸）

会員
牧野　光男（古府）

会員
上田　義一（是戸）

会員
道谷　悦一（中田）

会員★
永原　　博（山王）

相談役
杉江　幸男

会員
松原　幸伸（西五位）

会員
佐伯　正則（醍醐）

理事
杉本　孝之（国吉）

会員
西田　公信（横田）

会員
橘　　信一（石堤）

副会長
増井　俊一（太田）

会員
大坂　昭輔（牧野）

副会長
矢竹　有至（福岡）

会員★
杉本　孝雄（五位山）

会員
広地　功信（小勢）

相談役
浦田　一郎

会長
角玄　富雄（戸出）

理事
出口　　勇（大滝）

監事
中井　隆行（二上）

監事◎
前田　義弘（東五位）

監事◎
坂　　廣志（伏木）

副会長
藤田　晴久（西条）

理事
橋本　善明（能町）

理事◎
大庭　和之（野村）

理事◎
月安　幸三（木津）

理事
小栗　久雄（二塚）

会員
和田　　徹（平米）

会員★
関口　　謙（佐野）

会員★
伏江　　努（立野）

会員★
北林　和正（下関）

副会長（総務）
宇波真一郎（定塚）

会員
古國府信二（博労）

会員
下山　　実（川原）

理事（会計）
森田　和夫（福田）

会員
牧　　　隆（成美）

会員
谷　　晴雄（守山）

役員・会員の紹介役員・会員の紹介（令和４年度）（令和４年度）

◎印は新役員
★印は新会員

伏木 曳山祭

理事
山本　睦男（北般若）

令
和
四
年
に
な
り
『
コ
ロ
ナ
禍
』

も
三
年
目
を
迎
え
市
民
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
大
変
ご
苦
労

を
な
さ
っ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
私
は
先
般
の
高
岡
市
連
合

自
治
会
総
会
に
お
い
て
会
長
に
選

任
を
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
の

極
で
ご
ざ
い
ま
す
。
高
岡
市
に
は

六
百
十
の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
日
頃
よ
り
本
市
の
自

治
会
活
動
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
何
卒
前

浦
田
会
長
同
様
に
ご
指
導
ご
鞭
撻

を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
高
岡
市
で
は
財
政
再
建
に

も
一
区
切
り
が
つ
き
一
息
と
い
う

所
で
は
あ
り
ま
す
が
、
早
急
に
方

向
付
け
を
迫
ら
れ
て
い
る
事
案
も

あ
り
ま
す
。
新
庁
舎
に
い
た
し
ま

し
て
も
現
在
地
で
の
耐
震
対
策
で

す
と
か
セ
リ
オ
移
転
や
別
の
場
所

で
の
移
転
新
築
な
ど
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ま
し

て
も
市
民
の
一
番
望
む
形
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

一
時
収
ま
る
よ
う
に
み
え
ま
し
た

コ
ロ
ナ
に
つ
き
ま
し
て
も
最
近
感

染
者
が
急
増
し
て
お
り
ま
す
の
で

そ
の
対
策
も
お
願
い
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

私
共
連
合
自
治
会
や
各
自
治
会

で
は
若
い
方
や
女
性
の
方
の
参
加

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め

〝
結
ネ
ッ
ト
〟
を
取
り
入
れ
、
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
等
で
行
事
や
市

か
ら
の
案
内
、
出
欠
等
の
返
信
を

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
作
り
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
誰
も
が
参
加

し
や
す
い
自
治
会
活
動
を
目
指
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
に
イ
ベ
ン
ト

や
お
祭
り
が
二
年
ほ
ど
中
止
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
規
模

を
縮
小
す
る
な
ど
し
、
復
活
を
遂

げ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

し
か
し
そ
れ
以
前
よ
り
各
地
区
の

獅
子
舞
や
祭
礼
等
が
無
く
な
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
も

今
後
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
住
民
同
士
の
絆
や
子
ど

も
達
の
夢
の
た
め
に
も
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

昨
年
、
角
田
市
長
が
誕
生
し
ま

し
た
。
若
く
馬
力
が
あ
り
、
ま
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
あ
る
市
長
の

元
、
我
々
連
合
自
治
会
も
市
民
の

安
全
・
安
心
を
目
指
し
活
動
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と
共
に
、

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

（１） （４）



能
に
な
っ
た
。」
と
語
る
。「
そ
し
て
今
は
、
各
世
帯
住
民
へ

の
結
ネ
ッ
ト
登
録
を
進
め
る
こ
と
で
、
ネ
ッ
ト
回
覧
と
紙
で

の
回
覧
を
併
用
し
た
班
長
の
負
担
を
軽
減
す
る
回
覧
の
仕
組

み
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
年
内
に
結
ネ
ッ

ト
の
安
否
確
認
を
使
っ
た
避
難
訓
練
を
校
下
で
実
施
す
べ

く
、
準
備
会
議
を
始
め
て
お
り
ま
す
」
と
意
気
込
む
。

福
岡
地
区
で
精
力
的
に
導
入
を
進
め
る
矢
竹
会
長
は
結

ネ
ッ
ト
導
入
効
果
に
つ
い
て
「
地
域
内
の
事
務
連
絡
の
ス

ピ
ー
ド
が
格
段
に
向
上
し
た
。
以
前
は
自
治
会
長
宅
へ
書
類

を
届
け
て
い
た
が
、
今
は
紙
で
連
絡
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
導
入
前
は
懐
疑
的
だ
っ
た
人
も
実
際
に
使
っ
て
便
利

さ
を
実
感
す
る
こ
と
で
、
協
力
的
に
な
っ
て
く
れ
た
。
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
も
使
っ
て
い
る
が
、
資

料
な
ど
の
情
報
を
分
野
ご
と
に
整
理
し
て
保
存
で
き
る
点
で

結
ネ
ッ
ト
は
優
れ
て
い
る
」
と
強
調
す
る
。

開
発
元
の
株
式
会
社
シ
ー
ピ
ー
ユ
ー
の
担
当
者
は
「
結

ネ
ッ
ト
は
現
在
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
導
入
地
域
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
中
で
も
富
山
県
、
特
に
高
岡
市
は
全
国
的
に

み
て
高
い
普
及
率
で
す
。
高
岡
市
連
合
自
治
会
さ
ん
に
は
、

結
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
全
国
に
先
駆
け
た
新
し
い
地
域
運
営
の

モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
語
る
。

現
在
、
市
連
合
自
治
会
で
は
今
年
度

中
の
各
単
位
自
治
会
の
会
長
ま
で
の
導
入

を
計
画
し
て

い
ま
す
。
高

岡
市
で
は
地

区
単
位
で
導

入
費
用
の
補

助
も
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

高
岡
市
の
各
地
で
住
民

同
士
が
地
域
の
魅
力
や
将
来

に
つ
い
て
話
し
合
う
取
り
組

み
が
増
え
て
い
ま
す
。
近
年

人
口
が
急
増
し
た
牧
野
地
区

で
は
、「
牧
野
み
ら
い
会
議
」

と
題
し
て
、
地
域
の
住
民
約

30
人
が
牧
野
の
未
来
に
つ

い
て
語
り
合
い
ま
し
た
。
参

加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
今

ま
で
言
え
な
か
っ
た
こ
と
、

思
っ
て
い
た
こ
と
を
話
す
こ

と
が
で
き
良
い
機
会
で
し

た
」「
新
た
な
取
組
み
と
い

う
感
じ
が
し
て
よ
か
っ
た
」

「
沢
山
の
意
見
が
出
て
、
皆

さ
ん
牧
野
地
区
に
熱
い
思
い

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を

発
見
で
き
ま
し
た
」
と
い
っ

た
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

福
田
地
区
で
は
、
新
し
い

転
入
者
も
増
え
て
き
て
お

り
、
新
た
な
つ
な
が
り
の
機

会
を
設
け
た
い
と
地
域
に
住

む
多
世
代
の
女
性
が
集
い
、

福
田
の
魅
力
に
つ
い
て
話
し

合
う
場
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。「
初
め
て
会
っ
た
方
た

ち
と
で
し
た
が
、
意
外
に
う

ま
く
ま
と
ま
っ
た
」「
年
齢

五
月
二
十
三
日
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
高
岡
に
お

い
て
本
年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
令
和
三
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
報
告
、

役
員
の
改
選
、
令
和
四
年
度
事
業
計
画
（
案
）・
収
支
予

算
（
案
）、
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
の
主
な
活
動
内
容
及
び
令
和
四
年
度
の
事

業
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
三
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事
業

・
定
期
総
会
開
催�

（
５
月
）

・
市
当
局
と
の
懇
談
会�

（
８
月
）

・
議
会
傍
聴�

（
９
月
）

・�

第
１
回
研
修
会「
時
代
の
変
化
に
と
も
な
う
自
治
会
運
営

の
課
題
と
解
決
策
」�

（
９
月
）

・「
市
連
自
治
会
だ
よ
り
」の
発
行�

（
10
月
）

・
令
和
四
年
度
高
岡
市
に
対
す
る
要
望
書
提
出�

（
11
月
）

・
令
和
三
年
度
富
山
県
知
事
に
対
す
る
要
望
書
提
出�（
12
月
）

・�

第
２
回
研
修
会「
実
践
に
学
ぶ　

こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
」�

（
12
月
）

・
議
会
傍
聴�

（
３
月
）

令
和
四
年
度
の
主
な
事
業
計
画

Ⅰ�　

高
岡
市
連
合
自
治
会
は
、市
勢
の
発
展
と
住
民
が
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
豊
か
で
明
る
い
地
域
社

会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、各
地
区
連
合
自
治
会
相

互
の
連
携
の
基
に
、行
政
及
び
関
係
団
体
と
の
相
互
協

栄
誉
に
輝
く

　

■
総
務
大
臣
表
彰

　

浦
田　

一
郎　

氏（
佐
野
）

　

■
全
国
自
治
会
連
合
会
表
彰

　

浦
田　

一
郎　

氏（
佐
野
）

　

角
玄　

富
雄　

氏（
戸
出
）

　

■
市
民
功
労
者
表
彰

　

和
田　
　

徹　

氏（
平
米
）

　

宇
波
真
一
郎　

氏（
定
塚
）

　

澤
合　

文
雄　

氏（
醍
醐
）

　

出
口　
　

勇　

氏（
大
滝
）

　

■
富
山
県
自
治
会
連
合
会
会
長
表
彰

　

浦
田　

一
郎　

氏（
佐
野
）

　

米
島　

義
三　

氏（
下
関
）

　

杉
本　
　

進　

氏（
立
野
）

令
和
四
年
度

令
和
四
年
度

　
　
定
期
総
会
の
開
催

　
　
定
期
総
会
の
開
催

力
・
協
調
を
図
り
、少
子
高
齢
の
進
展
に
危
機
感
を
持
ち

な
が
ら
持
続
可
能
な
地
域
活
動
に
努
め
る
た
め
、次
に

掲
げ
る
事
業
を
行
う
。

Ⅱ　

事
業
内
容

①　

高
岡
の
魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

②　

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

③　

地
域
福
祉
の
増
進

④　

環
境
保
全
・
美
化
運
動
の
促
進

⑤　

参
加
者
の
拡
大
と
人
材
育
成

⑥　

持
続
可
能
な
地
域
活
動
の
確
立

研
修
レ
ポ
ー
ト  

コ
ロ
ナ
禍
で
学
ぶ

コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限
さ
れ
る
今

だ
か
ら
こ
そ
将
来
の
た
め
に
腰
を
据
え

て
学
ぶ
時
間
に
し
た
い
と
、
例
年
よ
り

も
研
修
に
力
を
い
れ
ま
し
た
。
総
務
省

の
研
究
会
構
成
員
も
務
め
る
水
津
先
生

を
招
き
「
時
代
の
変
化
に
と
も
な
う
自

治
会
運
営
の
課
題
と
解
決
策
」
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
先
生
の
著
書
２
冊
を

全
会
員
に
配
り
、
事
前
に
予
習
を
し
て

研
修
に
臨
み
ま
し
た
。

全
国
各
地
を
奔
走
し
て
い
る
高
崎
経

済
大
学
の
櫻
井
教
授
か
ら
は
、
人
口
減

少
時
代
の
地
域
づ
く
り
の
実
践
的
な
手

法
を
学
び
ま
し
た
。
研
修
当
日
、
時
間

の
許
す
限
り
先
生
の
話
が
聞
き
た
い
と
、
帰
り
の
新
幹
線
の
時

刻
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
引
き
留
め
る
ほ
ど
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
、

最
後
は
拍
手
喝
采
の
中
、
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

研
修
で
得
た
知
恵
や
手
法
を
早
速
取
り
入
れ
よ
う
と
動
き
出

し
た
地
区
も
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

～
推
薦
図
書
～

市
連
で
全
36
地
区
連
合
自
治
会
長
に
配

付
、
好
評
を
博
し
た
水
津
先
生
の
書
籍
。

全
国
数
々
の
成
功
例
や
失
敗
例
を
目
の
当

た
り
に
し
て
き
た
著
者
に
よ
る
自
治
会
の

お
悩
み
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
満
載
で
す
。
貸

し
出
し
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
連
合
自
治
会
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。��

☎
２
０�

―�

１
３
２
６

地
域
課
題
に
挑
む
　
特
集
①

地
域
課
題
に
挑
む
　
特
集
②

    

未
来
に
向
け
て
話
し
あ
う
地
域

 

デ
ジ
タ
ル
技
術
で

新
し
い
つ
な
が
り
へ
の
挑
戦

と
わ
ず
い
ろ
ん
な
方
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
良
か
っ

た
」「
福
田
地
区
は
満
足
度
が
高
い
地
区
で
、
あ
ら
た
め
て

こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い
き
た
い
、
住
み
つ
づ
け
た
い
と
感
じ

ま
し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
成
美
地
区
で
は
地
域
活
動
の
担
い
手
不
足
が
深
刻

化
す
る
中
、
地
域
の
自
治
会
長
が
集
ま
り
、
地
域
の
将
来
に

つ
い
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

各
班
と
も
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を
埋
め
尽
く
す
ほ
ど
多
く
の
意

見
が
出
て
、
今
後
も
参
加
対
象
者
を
広
げ
て
開
催
す
る
予
定

で
す
。

同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
て
も
地
域
の
こ
と
に
つ
い
て
じ
っ

く
り
話
す
機
会
は
意
外
と
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
興
味
の
あ
る
方

は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
岡
市
の
自
治
会
で
は
今
、
地
区
の
自
治
会
長
や
各
種
団

体
長
が
つ
な
が
り
、
情
報
共
有
を
行
う
新
し
い
手
段
と
し
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
電
子
回
覧
板
ア
プ
リ
「
結
ネ
ッ
ト
」

の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。（
14
地
区
で
運
用
ま
た
は
準
備
中

※
8
月
1
日
現
在
）。

い
ち
早
く
導
入
を
決
定
し
た
定
塚
地
区
の
宇
波
会
長
は
導

入
目
的
に
つ
い
て
「
自
然
災
害
の
増
加
や
高
齢
化
の
進
行
な

ど
、
ご
近
所
同
士
が
助
け
合
う
重
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、

世
代
や
属
性
を
こ
え
た
地
区
内
の
様
々
な
人
が
情
報
を
タ
イ

ム
リ
ー
に
共
有
し
、
同
じ
認
識
を
持
つ
必
要
性
を
感
じ
て

い
た
。
結
ネ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
っ
て
、『
市
民
と
市
政
』
を

含
む
市
か
ら
の
情
報
、
市
連
合
自
治
会
の
情
報
、
校
下
連
合

自
治
会
・
各
種
団
体
の
情
報
、
町
内
の
情
報
、
校
下
小
学
校
・

中
学
校
だ
よ
り
、
公
民
館
等
の
情
報
を
地
域
内
で
個
別
に
活

動
し
て
い
た
各
団
体
長
・
自
治
会
長
で
共
有
す
る
こ
と
が
可

（牧野）（福田）（成美）

結ネットの
詳細はこちら©KNB
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